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やどりき水源林・森の案内人（定例）観察会のお知らせ（費用等負担はありません） 

毎週土曜･日曜の午前１０時と午後１時から「NPO法人かながわ森林インストラクターの会」会員が水源林をご案内します。

やどりき水源林ゲート前までお越しください。なお、冬季（１２月・１月・２月）は安全確保のため休止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ようやく暑さも和らぎ、秋の気配が感じられるようになってきました。日本人は秋が春に次いで好きな季節だといわれます。  

やどりき水源林では、春は草木の開花、新緑の美しさがありますが、秋は実り、紅葉など様々な楽しみがあります。そんな秋を

探しにやってきました。水源林の今を写真を通してお伝えします。 

 

秋のやどりきは 

風が吹く爽やかな 水源林です 

   

 

10月に見ごろの花や果実 

花 

ゲンノショウコ 

ツリフネソウ 

マツカゼソウ 

ミズヒキ（赤・白） 

ツルニンジン 

ヤマホトトギス 

果実 

ミヤマシキミ 

ヌスビトハギ 

サンショウ 

クリ 

キブシ 

サルナシ 
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ǵ  最低気温が8℃以下になると紅葉が始まるそうです。11月になると、楓や桜などが

赤く色づきはじめます。カメラを片手に歩けば、きっとお気に入りの景色がみつかると思います。朝と夕方

は冷え込むので、防寒具をお忘れなく。 

 

 NPO法人かながわ森林インストラクターの会 やどりき水源林「森の案内人」情報発信グループ １８１号  担当 足立 雅典 

管理棟横にある入口は、階段から始まり

ます。何度もつづら折りを繰り返して高

度を上げます。後ろを振り返ると鮮やか

な赤のやどりき大橋のアーチが下方に

見えてきます。ここは川下からの風が吹

き抜けます。森の香りや土の匂いがとて

も良いので、深呼吸の回数が増えます。  

さて、このコースはいくつかの小さな橋

を渡ります。谷（沢）になった箇所の数

だけあります。最初の橋は長さが5mほ

どの木製です。 

２番目は鉄製の簡易的な手摺があるの

で安心して渡れます。３番目は歩道から

湧き水がある所にかけられたものです。

カーブした橋は珍しいです。 

 

 

アップダウンのある楽しい山道 

 

日当たりの良い山道 

②  

①  

最初の橋 

ミズヒキの葉 

人
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ものもあります。 
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ジョロウグモ 蜜
みつ

を吸
す

うトラマルハナバチ 

ヤマトスジグロ 

シロチョウ 

最後は、豊かな流水にかかる橋です。 

ここを越えると、あとは下り基調とな

り尾根道を少し歩くと右側に遠くの

稜線が見えてきます。 

この日は、太陽に照らされた樹木と青

空のコントラストが鮮やかでした。 

最後のエリアはなだらかな斜面が見

渡せる心地よい景色です。目線の先に

川が見えたらゴールです。約 50 分で

回ることができ、手軽に森林浴が楽し

めるコースとなっています。ぜひお越

し下さい。森の案内人がご案内しま

す。（土・日曜日） 

コース上に樹名板が

多数あり、木の名前

がわかります！ 

 

3番目の橋 

最後の橋 

やどりき水源林マップ 

★ 

ヤブソテツの仲間
な か ま

 

アオギリの葉 

管理棟横に 

ある入口  


